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陳

情

待
機
児
童
や
保
留
児
童
を
減
ら
す
こ
と

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
園
児
の
送

迎
に
伴
う
交
通
安
全
上
の
対
策
や
騒
音

問
題
な
ど
、
地
元
住
民
へ
の
配
慮
が
必

要
と
な
る
た
め
、
本
市
と
し
て
も
責
任

あ
る
対
応
を
し
て
ほ
し
い
。

（
環
境
都
市
分
科
会
）

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
周
辺
整
備
事
業
費

に
つ
い
て

意
見　
は
だ
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
入
浴
施
設

の
建
設
を
進
め
る
上
で
、
指
定
管
理
者

の
選
定
は
最
も
重
要
で
あ
り
、
選
定
委

員
の
資
質
向
上
の
た
め
に
も
、
先
進
地

へ
の
視
察
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
普
及
は
国
が
強

引
に
進
め
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の

費
用
は
、
市
民
の
貴
重
な
税
金
を
使
う

の
で
は
な
く
、
国
に
負
担
さ
せ
る
べ
き

で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

保
育
所
緊
急
整
備
事
業
補
助
金
に
対

し
、
認
可
保
育
園
建
設
計
画
地
の
見
直

し
を
求
め
る
陳
情
が
提
出
さ
れ
た
が
、

補
正
予
算
審
査
後
に
提
出
さ
れ
た
陳
情

に
採
決
が
影
響
さ
れ
る
と
い
う
前
例
を

残
せ
な
い
た
め
、
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

姿
を
不
断
に
追
求
し
て
い
く
と
と
も
に
、

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
尽
く
し
て
米
軍
関
係

者
に
よ
る
犯
罪
の
再
発
防
止
に
向
け
、

実
効
性
の
あ
る
対
策
を
早
急
に
講
じ
る

よ
う
、
国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

に
設
置
す
る
理
由
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
を
延
伸

し
た
場
合
の
高
低
差
が
10
メ
ー
ト
ル
あ

る
こ
と
か
ら
、
利
用
す
る
人
の
負
担
軽

減
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
通
行
の
流

れ
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。

問　
技
術
の
習
得
や
災
害
な
ど
が
起
こ

っ
た
際
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
市
内
業

者
で
Ｊ
Ｖ
を
組
む
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　
土
木
、
建
築
な
ど
の
大
型
工
事
は
、

Ｊ
Ｖ
に
対
し
て
発
注
し
て
い
る
が
、
今

回
の
よ
う
な
特
殊
工
事
の
受
注
実
績
が

市
内
業
者
に
な
い
こ
と
か
ら
、
市
外
を

含
め
た
専
門
業
者
へ
の
発
注
と
な
っ
た
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

法
律
や
日
米
安
全
保
障
の
問
題
に
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

米
軍
関
係
者
に
よ
る
相
次
ぐ
事
件
や

事
故
の
背
景
に
あ
る
特
権
意
識
を
生
み

出
し
て
い
る
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的

改
定
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
の

安
全
保
障
の
た
め
に
、
沖
縄
県
が
多
大

な
犠
牲
を
被
っ
て
い
る
の
は
不
公
平
で

あ
り
、
自
治
体
は
、
沖
縄
県
に
対
し
て
、

特
別
な
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

　

本
会
議　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

平
28
陳
情
第
８
号　
市
職
員
に
よ
る
虚

偽
公
文
書
作
成
及
び
公
金
の
損
害
を
調

査
し
、
市
長
に
然
る
べ
き
措
置
を
求
め

る
陳
情

議
案
第
64
号　
平
成
28
年
度
秦
野
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
を
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
億
９
６
３
３

万
９
０
０
０
円
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、

繰
越
明
許
費
の
設
定
お
よ
び
債
務
負
担

行
為
の
追
加
を
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

予
算
決
算
特
別
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
意
見
・
要
望

（
総
務
分
科
会
）

ふ
る
さ
と
寄
附
金
特
産
品
贈
呈
事
業
費

に
つ
い
て

要
望　
季
節
に
応
じ
た
果
物
な
ど
の
特

産
品
が
人
気
を
得
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
他
市
に
負
け
な
い
よ
う
、
引
き
続

き
、
季
節
感
の
あ
る
特
産
品
な
ど
の
充

実
に
努
め
て
ほ
し
い
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
務
経
費
に
つ

い
て

意
見　
国
が
方
針
を
決
め
た
事
業
が
進

ん
で
い
な
い
状
況
で
、
地
方
自
治
体
に

費
用
負
担
を
さ
せ
る
こ
と
は
問
題
で
あ

る
。
臨
時
的
任
用
職
員
な
ど
の
費
用
を

市
が
負
担
す
る
の
で
は
な
く
、
国
が
全

額
負
担
す
る
よ
う
要
望
す
べ
き
で
あ
る
。

（
文
教
福
祉
分
科
会
）

保
育
所
緊
急
整
備
事
業
補
助
金
に
つ
い

て要
望　
保
育
所
を
新
設
す
る
こ
と
で
、

議
提
議
案
第
４
号　
米
軍
人
、
軍
属
等

に
よ
る
犯
罪
の
再
発
防
止
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

政
府
が
日
米
地
位
協
定
に
つ
い
て
、

目
に
見
え
る
改
善
策
を
着
実
に
具
体
化

し
て
い
き
、
改
定
も
含
め
、
あ
る
べ
き

議
案
第
62
号　
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

平
成
28
年
７
月
29
日
に
仮
契
約
し
た

秦
野
駅
北
口
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

設
置
工
事
に
つ
い
て
、
請
負
契
約
を
締

結
す
る
も
の
。

　

本
工
事
は
、
秦
野
駅
北
口
の
民
間
商

業
施
設
の
改
修
に
併
せ
、
歩
行
者
が
安

全
、
安
心
、
快
適
に
移
動
が
で
き
る
よ

う
、
既
存
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
を

延
伸
さ
せ
る
と
と
も
に
、
新
た
に
上
り

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
秦
野
駅
北
口
に
は
既
に
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
新
た

平
28
陳
情
第
７
号　
日
米
地
位
協
定
の

抜
本
的
改
定
を
求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

米
軍
関
係
者
に
さ
ま
ざ
ま
な
特
権
を

与
え
て
い
る
日
米
地
位
協
定
を
抜
本
的

に
見
直
し
、
日
本
の
主
権
を
行
使
で
き

る
よ
う
改
定
す
る
こ
と
を
米
国
と
真
剣

に
交
渉
し
、
実
現
す
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
意
見
書
を
国
に
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
意
見

意
見　
国
民
の
命
を
守
る
立
場
に
立
て

ば
、
日
本
が
堂
々
と
裁
判
権
を
求
め
る

こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
７
月
に
日
米
両

政
府
が
合
意
し
た
日
米
地
位
協
定
の
対

象
と
な
る
「
軍
属
の
範
囲
を
狭
め
る
」

程
度
の
見
直
し
で
は
解
決
し
な
い
。

意
見　
陳
情
事
項
に
あ
る
日
米
地
位
協

定
の
抜
本
的
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
具

体
的
内
容
が
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

判
断
が
難
し
い
。
さ
ら
に
、
関
連
す
る

保
育
所
の
整
備
に
関
す
る
補
助
金
な
ど
の

補
正
予
算
を
可
決

米
軍
関
係
者
に
よ
る
犯
罪
の

再
発
防
止
を
求
め
る
意
見
書
を
国
へ
提
出

秦
野
駅
北
口
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
に

新
た
な
上
り
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置
へ

議
案
審
議
議
案
審
議
は

１
面
に
も
掲
載

（

）

日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
改
定
を
求
め
る
陳
情
は
不
採
択

所
管
委
員
会
に

付
託
し
な
い
陳
情

平成 27年度政務活動費の執行状況
　政務活動費は、議員が調査・研究、その他の活動を行うために、経費の一部として交付されま
す。本市では、会派または会派に所属しない議員に対して、議員１人当たり月額 3万 5000 円
（年額 42万円）が交付されます。
※　領収証は、市議会ホームページまたは、市役所本庁舎４階議会事務局情報コーナーでご覧いただけます。

　平成 27 年度は市議会議員選挙が行われたため、上半期と下半期に分けて執行状況を掲載しました。
（執行率は、小数点第２位を四捨五入しています。）

※ 民政会は、神倉寛明議員が県議会議員選挙へ出馬したことにより、平成 27 年４
月３日付で自動失職したため、所属数が減となっています。

※吉村慶一議員は、会派に所属していません。

上半期（平成27年 4月 1日〜 9月 10日） 下半期（平成27年 9月 11日〜 28年 3月 31日）

会　　派 所属数
（人）

交付額
（円）

執行額
（円）

執行率
（%）

民 政 会 ※ 7 ⇒ 6 1,295,000 122,791 9.5 

新 政 ク ラ ブ 6 1,260,000 1,260,000 100.0

緑 水 ク ラ ブ 5 1,050,000 773,921 73.7

公 明 党 3 630,000 217,034 34.4

日 本 共 産 党 2 420,000 420,000 100.0

吉村慶一議員 1 210,000 210,000 100.0

合　　計 — 4,865,000 3,003,746 61.7

会　　派 所属数
（人）

交付額
（円）

執行額
（円）

執行率
（%）

自民党・新政クラブ 6 1,260,000 778,713 61.8

民 政 会 6 1,260,000 1,232,247 97.8

公 明 党 3 630,000 535,064 84.9

緑 水 ク ラ ブ 3 630,000 461,787 73.3

創 秦 ク ラ ブ 3 630,000 238,208 37.8

日 本 共 産 党 2 420,000 420,000 100.0

吉村慶一議員 1 210,000 210,000 100.0

合　　計 — 5,040,000 3,876,019 76.9


